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(注)1.1951年調査・… 労働省労働統計調査部 「労働協約全書」1954年238ペー ジよ り作成
(調査対象:1,075協約,調 査時点1951年1～6月)。
2.1975年調査… ・日本生産性本部労使協議制常任委員会 「前掲 報告書」72ページお よび
81ペー ジよ り作成。
3..*…・調査項 目な し,**… ・「規定な し」 を含むので本妻作成 にあた り,計 算の対象
としなかった。
4.0の 中の数字は順位,()の 中の数字は実数。
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会 社 の 業 績
経 理
職制機構の改廃
職 務 分 析
生 産 計 鴎
設 備 計 画
新機械 ・技術の導入
生'産性 の 測 定
提案 事由 の処理
人 事 基 本 方 針
人.纂異 動 基 準
.教育'訓 練計 画
安 全 箱 生




苦 情 処 理
就業 規則改廃
勤 務態様 の改 善
配転 ・一時帰休 ・
人 員 整 理
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,・(注)1.生産性労使会議調査研究部 「企業におけ る賃上げ吸収の実態」(調 査対象 ・一 ・:部上
場会社の労働組合・,調査時期 ・各年11月)。
2.「 労使の焦点」1971-76年の1月 号よ り作成。
3.'()内 の数字は組合実数,他 は組合実数にたいす る百分比。
第4表r技 術 革新 」につ いて の交 渉状 況(単 位 の
項 目.
規 制 の 度 合
設備 投資 ・他 部門へ の進 出
適 軍配置(出 向 ・配 転)
時 間 短 縮
交替 制 の導 入 ・変 更
生産=〔程の変化(機械化・自動化)
生産 工程 の 下請化
要 員 削 減
職場 の拡 大(多 能工化)





































































(注)1.生産性労使会議 ・調査研究部 「技術革新は企業をεう変えたか」,調 査時期,1971年7月～
8月,調 査対象(有 効回答)286。
2.「労使 の焦点」1971年9月号より算出の うえ作成。
3.*「協約上」 「慣行上」 の両者 を含む。
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